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ソフ トウェア開発の初期段階において,開 発に必要な労力(開 発 工数)を 高い精度で見

積 もることが必須である.た だ し,ソ フ トウェア開発 は個別性が高いために,あ らゆる開

発プロジェク トに適合す る万能 の見積 り方法は存在 しない.本 論文では,従 来広 く用い ら

れてきた工数見積 り方法 である線形重回帰モデル による見積 り方法 とアナ ロジーべ一ス法

それ ぞれに対 し,開 発プロジェク トの個別性 を考慮 した拡張を行った.こ れ により平均的

な見積 り精度の向上 と見積 りを大 きく外すプロジェク トの低減 を実現 できた.提 案する拡

張方法の概略 は次 の通 りである.

(1)プ ロジェク トの特性 に応 じた フィ ッ トデータの選定方法

本方法では,重 回帰モデルに基づ く工数見積 り方法に対 し,モ デル構築のためのプ ロジ

ェク トの集合(フ ィッ トデー タ)を 選定する手順を追加す る.見 積 り対象プロジェク トの

特性に基づいてフィッ トデー タを選定す ることに より,個 々のプロジェク ト向けにカスタ

マイズ された重回帰モデル の構築 を行 う.ソ フ トウェア工学にお ける代表的 な実験用デー

タセ ッ トであるISBSGデ ータセ ッ トを用いた評価 実験の結果,フ ィ ットデータの選定 を行

わない従来の重回帰モデル と比較 して,相 対誤差MRE(MagnitudeofRelativeError)の

中央値 が0.552か ら0.383へ,相 対誤差MER(MagnitudeofErrorRelative)の 中央値 が

0.457か ら0.381と な り,見 積 り精度が向上 した.

(2)類 似プuジ ェク トの特性 に応 じた見積 り回避プ ロジェク トの選定方法

アナ ロジーべ一ス法は,開 発プロジェク トの個別性 を考慮 した見積 り方法であ り,見 積

り対象の開発 プロジヱク トに対 し,類 似するプロジェク ト群を過去の実績データから選定

し,そ れ らの実績工数 に基づいて開発 工数を見積 もる方法である.た だ し,プ ロジェク ト

によっては,極 端に見積 り精度が低 くなる(見 積 りに失敗する)こ とが課題であった.提

案方法では,ア ナ ロジーべ一ス法を拡張 し,選 定 された類似プロジェク ト群の特徴 に基づ

いて,見 積 り精度が低 くなるか否 かを見積 り,見 積 りを実施すべ きか否かを判断す る.見

積 りを実施すべ きでない と判断 されたプロジェク トは重回帰モデルによる見積 りを行い,

そ うでないプ ロジェク トでは従来通 りアナ ロジーべ一ス法 による見積 りを行 う.ISBSGデ

ータセ ッ ト,Deshamaisデ ータセ ッ ト,お よび ］Kitchenhamデ ー タセ ッ トを用いた評価実

験 の結果,従 来方法 と比較 して,見 積 りに失敗 したプロジェク トの割合であるPred(100)

が最大で0.254,平 均で0.198減 少 し,見 積 りを大き く外すプ ロジェク トが減少 した.
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(論文審査結果の要旨)

本論文では,定 量的 ソフ トウェア開発工数見積 りの精度 向上を 目的 として,従 来の工数

見積 り方法に対 して,プ ロジェク トの個別性 を考慮 した次 の2通 りの拡張 を行 っている.(1)

重回帰モデル を用いた工数見積 もりにおいて,モ デル構築のためのプロジェク トの集合(フ

ィ ッ トデータ)を,見 積 もり対象 プロジェク トの特性 に基づいて選定す る手順 を追加する

方法,お よび,(2)ア ナロジーべ一ス法を用いた工数見積 も りにおいて,選 定 された類似プ

ロジェク ト群 の特徴 に基づいて,見 積 り精度 が低 くなるか否かを判定 し,精 度が低 くな る

と判定 されたプロジェク トは重回帰モデルによる見積 りを行い,そ うでないプロジェク ト

では従来通 りアナ ロジーべ一ス法 による見積 りを行 う方法 である.

まず,(1)の 提案では,全 てのk＝1,...,nに ついて見積 も り対象プロジェク トとk個 の特

性が一致す るプロジェク トの集合 を全て求め,各 プロジェク ト集合 を用いて重回帰モデル

を作成 した時に最 も適合度が高 くなったものをフィッ トデー タとして選定す る.こ れに よ

り,見 積 も り精度が高 くな ると期待 され るフィ ッ トデー タを選定できる.従 来,系 統的な

フィ ッ トデータ選定方法は提案 されてお らず,フ ィッ トデー タの選定は熟練 した開発管理

者の経験 に委ね られていたが,選 定の効果は必ず しも高 くなかった.提 案方法に よって,

プロジェク トの個別性 を考慮 した,系 統的かつ効果 のあるフィッ トデータ選定が可能 とな

り,ソ フ トウェア開発現場における高い有用性が見込 まれ る.

(2)の提案 では,ア ナ ロジーべ一ス法による工数見積 もりにおいて,選 定 された類似 プロ

ジェク ト群の実績工数 の分散が大きいほど,見 積 も りが大き く外れ る(相 対誤差平均が

100％ を超 える)割 合が増 えることを実験的 に確かめている.そ して,そ のよ うな見積 も り

を大 きく外す と推定 され るプロジェク トに重回帰モデルを用い るこ とで,予 測精度 を改善

してい る.従 来,ア ナ ロジーべ一ス法は,見 積 も りの根拠 である類似プロジェク ト群が得

られ ることか ら,重 回帰モデルな どと比べて直感的に分か りやすい とい う大 きな利点があ

った.と ころが,と きお り大きく見積 もりを外す ことが,開 発現場 に導入す る際の大 きな

問題 となっていた.提 案方法 によって,見 積 もりを大 きく外す と推定 される場合 に限 り重

回帰モデル を用 いることで,ア ナロジーべ一ス法の特徴を生か したままその欠点が解決 さ

れ,開 発現場にお ける導入 の促進 が期待 され る.

以上の とお り,い ずれの提案方法 も,研 究の位置づ けが明確に された上で,全 体 にわた

って十分具体的に記述 されてい る.ソ フ トウェア開発企業 のデータを用いた評価実験がな

されてお り,信 頼性 も高い.こ れ らの研究成果は,ソ フ トウェア開発現場にお ける定量的

工数見積 もりの導入促進に大きな役割 を果た し,ソ フ トウェア業界の発展に大き く貢献す

るものであ り,本 論文は博士(工 学)論 文 として価値 あるもの と認 める.


